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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
 RTK-GPS（Real Time Kinematic GPS）は、GPS衛星からのコード情報や搬送波位相などを基準局と移
動局の２つの観測点で受信し観測点間の相対的な関係を求めるため、高精度かつリアルタイムな計測を行う

ことができる GPS 計測技術の一つである。移動体計測や測量などの分野において普及しつつある。一方、
仮想基準点方式（VRS:Virtual Reference Station）は、複数の基準点により構成される網内に各基準点の観
測データを用いて仮想基準局を生成し、この仮想基準局と移動局間の相対的な位置関係を求める新しい GPS
計測技術である。仮想基準局の生成および補正情報の配信は専用の中央制御局により行ない、中央制御局と

移動局間に携帯電話などの通信経路が確保できる場所ならば、基準局の設置なしでリアルタイムかつ高精度

な計測を行うことができる。 
 本報告は、2000年 12月より国土交通省国土地理院が、関東地域の電子基準点を用いて実施した『リアル
タイム方式による測位公開実験』において、著者らが行った『従来型 RTK-GPS と GPS 仮想基準点方式と
の比較実験』に関する実験とその考察である。 
 
２．仮想基準点方式とシステム構成２．仮想基準点方式とシステム構成２．仮想基準点方式とシステム構成２．仮想基準点方式とシステム構成    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は Spectra Precision社製の VRSシステム（Terrasat方式）である。 
 計測は、図―２のように従来型 RTK-GPSと同様に基準局および移動局の設置をし、移動局側は、アンテ
ナケーブルをスプリッターにより分岐し、それぞれに従来型 RTK-GPS 移動局と VRS 方式移動局を接続し
同時観測を行った。 
 
キーワード：GPS，RTK-GPS，VRS 
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 VRSの測位原理は、①基準点の連続観測データを中央制御
局に収集する，②移動局より携帯電話などを用いて中央制御

局に接続を行う，③移動局より位置情報を送信する，④位置

情報をもとに仮想基準点を生成する，⑤中央制御局から移動

局へ仮想基準点の補正情報を配信する，⑥移動局は中央制御

局からの補正情報と GPS 衛星の観測データを用いて自らの
位置を決定する，といった原理となっている（図―１）。 

３．実験方法３．実験方法３．実験方法３．実験方法    
 今回の実験は、基準局によって構成された網内において従

来型 RTK-GPS と VRS 方式の移動局を設置し、定点観測時
におけるばらつきの比較実験を行った。実験は、つくば市内

で行った。実験に使用した GPS受信機はすべて Trimble 社
製 GPS受信機 5700であり、中央制御局で使用したシステム 

図―１図―１図―１図―１    仮想基準点方式システム構成仮想基準点方式システム構成仮想基準点方式システム構成仮想基準点方式システム構成    
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性がある。従来型 RTK-GPSと VRS方式で位置計測に使用されている衛星数が異なるのは、VRS方式にお
いて網を構成する各基準点間の距離が約 50ｋｍあるため、基準点間で共通する衛星の構成が短時間で変化す
ることが原因であると考えられる。 
 
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ    
 今回の比較実験より、VRS方式では衛星数の変化などを要因とする変動が見られるが、その振幅は極端に
大きなものではなく測量等に十分利用可能と考えられる。従来型 RTK-GPSは、基準局の設置に専門的な知
識が必要であることや基準局と移動局間の距離に比例し誤差が大きくなるといった問題点もあり、建設業な

どにおいてGPS計測を広く普及するためにはVRS方式のような安易に扱えるシステムが必要であると考え
る。しかし我国のように山地の多い地形で VRS 方式を実用化するには、短時間で衛星数などの変化がおき
ないように各基準点間の距離を縮めるなどの方法を用いてより安定した計測が行えるようにする必要がある

であろう。 
 最後に、本実験はトリンブルジャパン㈱、日立造船情報システム㈱、㈱KDDI、セナー㈱、㈱テクノバン
ガードと共同で行ったものであり、関係者のご協力に深く感謝いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図―２図―２図―２図―２    比較実験の観測機器構成比較実験の観測機器構成比較実験の観測機器構成比較実験の観測機器構成    

４．実験結果および考察４．実験結果および考察４．実験結果および考察４．実験結果および考察    
 図―３に従来型RTK-GPSおよびVRS方式によ
る水平方向の 25分間の変動を示す。この図より従
来型 RTK-GPSおよび VRS方式の比較を行うと、
両方とも 25分間の変動（標準偏差）は南北方向で
約 10mm、東西方向で約 5mm となっている。し
かし従来型 RTK-GPS の変動が数秒周期の変動の
みであるのに対して、VRS方式の変動は、図―３
内の矢印が示すように数分周期の変動が発生して

いる。VRS方式における変動は、観測時間内の双
方の位置計測に使用されている衛星数の変動とほ

ぼ一致するため、衛星数の変動が要因である可能 
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図―３図―３図―３図―３    両方両方両方両方式の水平方向変動（式の水平方向変動（式の水平方向変動（式の水平方向変動（25252525分間）分間）分間）分間）    

南北方向変動（左：南北方向変動（左：南北方向変動（左：南北方向変動（左：VRSVRSVRSVRS方式方式方式方式    右：従来型右：従来型右：従来型右：従来型 RTKRTKRTKRTK----GPSGPSGPSGPS））））    

東西方向変動（左：東西方向変動（左：東西方向変動（左：東西方向変動（左：VRSVRSVRSVRS方式方式方式方式    右：従来型右：従来型右：従来型右：従来型 RTKRTKRTKRTK----GPSGPSGPSGPS））））    
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